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物  質  名 酢酸エチル ＤＢ－16 
別  名 酢酸エチルエステル 構 造 式 

 CAS 番号 141-78-6 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-726 
分子式 C4H8O2 分子量 88.11 
沸点 77.1℃ 1) 融点 －83℃ 2) 
蒸気圧 9.32×101 mmHg (25℃、実測値) 3) 換算係数 1 ppm = 3.60 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 0.73（推定値）4) 水溶性 8.00×104 mg/L (25℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 4,100 mg/kg  6)  
 ラット 経口 LD50 5,620 mg/kg  6)  
 マウス 吸入 LC50 45,000 mg/m3 (2hr) 6)  
 ラット 吸入 LC50 200,000 mg/m3 6)  

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、300、900、3,600 mg/kg/day を 90 日間強制経口投与した結果、3,600 mg/kg/day 群

の雄で体重、臓器重量の増加の有意な抑制を認め、雌でも軽微ではあったが同じ影響がみら

れた 7) 。この結果から、NOAEL は 900 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、1,260、2,700、5,400 mg/m3 を 99～100 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

2,700 mg/m3 以上の群で、ばく露されているときに刺激に対する反応の低下がみられ、5,400 
mg/m3 群で自発運動の有意な低下を認めた。なお、機能観察総合検査ではばく露に関連した

感覚、運動の異常はみられなかった 8, 9) 。この結果から、NOAEL は 1,260 mg/m3（ばく露状

況で補正：225 mg/m3）であった。 
・雄ラットに 0、1,260、2,700、5,400 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

ばく露時に 2,700 mg/m3 以上の群で聴覚刺激に対する警戒反応の低下がみられた。なお、ばく

露に関連した臨床所見やオペラント試験の成績への影響はなかった 8, 9) 。 
・ラット及びマウスに 0、2、10、43 mg/m3 を連続 90 日間吸入させた結果、ラットでは 10 mg/m3

以上の群で白血球数の増加、体重増加の抑制に有意差を認め、クロナキシーの増加、大脳皮

質、肝臓、甲状腺、副腎の組織の変性がみられ、マウスでは 10 mg/m3 以上の群で内臓の形態

の変化があったが、詳細は不明である 10) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・本物質について、ラット、マウスの経口または吸入ばく露による生殖・発生毒性の情報は得

られなかったが、トリの情報が得られたので、参考として以下に記載した。 
ニワトリ胚の発生への影響を調べた試験で、0～25 mg を①ふ卵前に気室に注入、②ふ卵 96
時間で気室に注入、③ふ卵前に卵黄に注入、④ふ卵 96 時間で卵黄に注入した結果、いずれの

場合にも胚やヒナに奇形はみられなかった 11) 。 
また、ニワトリ卵の卵黄嚢に 0、9、22.5、45、90 mg を注入した結果、0～90 mg 群のふ化率

はそれぞれ 95、85、50、35、15％であり、用量に依存した低下がみられた 12) 。 
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ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、気道を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと乾燥、吸入すると咳、咽頭痛、吐

き気、めまい、頭痛、脱力感、嗜眠、意識喪失を生じる。中枢神経系に影響を与えることが

ある。許容濃度を超えてばく露すると、死に至ることがある。長期または反復して本物質の

液体に触れると、皮膚の脱脂を起こす 13) 。 
・男女のボランティア 10人を様々な濃度の本物質の蒸気に 3～5分間ばく露させた結果、400 ppm

（1,440 mg/m3）では大多数が眼、鼻、喉の刺激を訴え、全員がこの濃度で 8 時間労働はでき

ないと思うと答え、200 ppm（720 mg/m3）では幾人かが強い臭気を訴えた。大多数が、8 時

間労働が可能だと思った最高濃度は 100 ppm（360 mg/m3）であった 14) 。 
・35,000 mg/m3 はヒトがほとんど耐えることのできない濃度で、眼の異物感、流涙を生じ、粘

膜への強い刺激は最終的に呼吸停止に至った 15) 。 
・118 人に本物質 16.5％を含む除光液 1 mL を背中に塗布し、48 時間後に反応をみたところ、影

響はなかった。被験者に本物質の製品（詳細不明）を 4 週間使用させた後、同じ試験を繰り

返したが、反応はみられなかった 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 17) TLV-TWA 400 ppm（1,440 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 18) 200 ppm（720 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 900 mg/kg/day（体

重、臓器重量の増加の抑制）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 90 mg/kg/day を暫

定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 1,260 mg/m3（刺激に

対する反応の低下）を採用し、ばく露状況で補正して 225 mg/m3 とし、試験期間が短いことか

ら 10 で除した 23 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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